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●アート小豆島・豊島2014
●小豆島まつり
●「臨時福祉給付金」「子育て世帯
　　　　　臨時特例給付金」巡回窓口
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●第42回壺井栄賞授賞式
●子どもの健康相談室
●まちのわだい
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言

「備えあれば憂いなし」
～小豆島町総合防災訓練

　ふるさと村グラウンド～
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「アート小豆島・豊島2014」「アート小豆島・豊島2014」
　小豆島の夏は、地域で大切につながれてきた夏まつりや伝統行事など、多くの楽しみがあります。
現在開催中の「アート小豆島・豊島2014」は、既存のアート作品の継続展示や、アーティストやクリエ
イターの方々によるワークショップやイベントの実施をはじめとして、地域が持つ特有の文化や伝統を
大切に、それぞれの地域の特色をいかしたアートを展開することにより、地域の活性化につながること
を目指しています。この夏「アート小豆島・豊島2014」では、様々なワークショップやイベントを行い
ます。小豆島の夏のイベントとあわせてご紹介いたします。小豆島の夏を楽しんでみませんか？

各エリアのおすすめ情報

　Umaki camp　「馬木の寺子屋－真夏
の親子課外授業－」では、建築家・陶芸
家・音楽家などの様々な分野のクリエイ
ターを招き、子どもから大人まで楽しめ
る授業を開講します。
　また、昨年の参加クリエイター４組が
再び来島し、滞在製作を行う「Creator 
in Residence ei 」や、町の人と協働で
演劇の創作や発表をする港の劇場「小豆
島スイッチ」などたくさんのイベント・
ワークショップが行われます。

醤の郷・坂手エリア醤の郷・坂手エリア

　８月23日㈯に行われる「小豆島ＡＩＲ
アーティストトークイベント」は、現在
または過去に「小豆島アーティスト・イ
ン・レジデンス」を経験した作家と地域
の方々が、小豆島アーティスト・イン・
レジデンスの第一回目から現在までを振
り返ります。作家たちの三都半島での滞
在制作活動等を垣間見ることができる
トークイベントです。「小豆島アーティ
スト・イン・レジデンス」ってなんだろ
う？と疑問をお持ちの方、アートに興味
のある方など、この機会にぜひ三都半島
にお越しください。

三都半島エリア三都半島エリア

　福田では「福武ハウス－アジア・アー
ト・プラットフォーム2014」と題し、アー
トや生活文化を通して、アジアとの交流
を深めていきます。なかでも楽しみなの
が、昨年も好評だった「福田アジア食堂」。
爽やかな風が通る森の中で、地元の旬の
食材と本格アジア料理の共演を一食で楽
しめる贅沢な食堂です。

福田エリア福田エリア

日　時 イベント・ワークショップ名 場　　所
7月16日 水 劇団ままごと　港の劇場「小豆島スイッチ」　～30日㈬ 坂手港・醤の郷周辺
19日 土 Creator in Residence　１期　白鳥浩子＋Markus 

Bergstrom ＋ Andrew Haythornthwaite　～8月2日㈯ ei（坂手）

福武ハウス－アジア・アート・プラットフォーム2014
夏　～8月31日㈰
【福武ハウス（旧福田小学校校舎）】
・アジア現代美術展2014
　　「ホームタウンズ－ナウィン・ラワンチャイクン」
　・パートナー組織活動紹介展示
　　「台湾歴史資源経理学会（台湾）」
　・福田地区文化紹介展示
　　「未来に伝える石の文化－福田に残る記憶から」
　・ショップ
【福田アジア食堂（旧福田小学校体育館）】
【福田 「家プロジェクト」きょく（旧福田郵便局舎 /T邸）】

福　田

28日 月 愛のバッドデザインワークショップ 小豆島ふるさと村
29日 火「オリーブのリーゼント」夏休みこどもワークショップ 石井平治醸造場跡
30日 水 ドッペルツィマー小豆島ライブ ei cafe （坂手）
下旬 「森のともだちをつくろう」ワークショップ 未　定

8月１日 金 東京藝術大学橋本研リノベーションプロジェクト
　～8日㈮ 旧高橋邸（蒲野）

２日 土 小豆島ＡＩＲオープニングイベント（餅投げ）　 三都公民館
2014小豆島ＡＩＲ作家成果作品展　～31日㈰ 三都半島各地

３日 日 荒井良二ワークショップ 小豆島オリーブ公園
Creator in Residence 　２期　飯田将平＋西尾健史＋渡邊
織音＋下岡由季＋人人　～16日㈯ ei （坂手）

４日 月 馬木の寺子屋－真夏の親子課外授業－工学の時間　
～10日㈰ Umaki camp（馬木）

５日 火 七夕まつり　～7日㈭ 二十四の瞳映画村
９日 土 馬木の寺子屋－真夏の親子課外授業－民藝の時間

「おしょうゆ焼」ワークショップ　　　　　　　～10日㈰ Umaki camp（馬木）

10日 日 濱田英明「瀬戸内国際芸術祭2013小豆島醤の郷＋坂手港
プロジェクト記録写真展」　　　　　　　　～9月15日㈪ 旧醤油会館

14日 木 安田おどり（香川県指定無形民俗文化財） 安田小学校グラウンド
川めし（小豆島町指定無形民俗文化財） 別当川（神懸通）

15日 金 第34回小豆島まつり 内海総合運動公園
16日 土 馬木の寺子屋－真夏の親子課外授業－印刷の時間 Umaki camp（馬木）
17日 日 小豆島×広島　Meet Art̶海のたとえ̶　～31日㈰ 三都半島各地

Creator in Residence 　３期　吉行良平と大植亜希子・
戸田祐希利・寺山紀彦　　　　　　　　　　　 ～30日㈯ ei （坂手）

22日 金 馬木の寺子屋－真夏の親子課外授業－放課後の時間 Umaki camp（馬木）
23日 土 小豆島ＡＩＲアーティストトークイベント 三都公民館

瀬戸内こども映画フェスティバル2014　～31日㈰ 島内各地
馬木の寺子屋－真夏の親子課外授業－塩の時間 Umaki camp（馬木）

24日 日 映画の喋楽苦～Shaberaku ～ 土庄中央公民館
映画監督橋口亮輔とスタジオジブリ鈴木敏夫が選ぶ
「観てほしい」映画上映　～30日㈯ 二十四の瞳映画村

30日 土 Shima fes SETOUCHI 2014　～31日㈰ 小豆島ふるさと村
31日 日 Creator in Residence 　４期　ovaqe とゆかいな仲間たち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ～9月15日㈪ ei （坂手）
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小
豆
島
ま
つ
り

　

小
豆
島
ま
つ
り

8
月
15
日
㈮　

17
時
30
分
か
ら
内
海
総
合
運
動
公
園
で
開
催

　
　
　
　
　
　

※
悪
天
候
の
場
合
は
16
日
㈯
に
延
期

　

｢

第
34
回
小
豆
島
ま
つ
り
」
が
８
月
15
日
に
、
内
海
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
商
工
会
青
年
部
を
中
心
と
し
た
各
種
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
小
豆
島
お
ど
り
、
抽
選
会
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ま
つ
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
は
、
約
２
，０
０
０
発
の
花
火
が
島
の
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
、
真
夏
の
一
夜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第34回小豆島まつりプログラム（予定）
17：30～

18：30～

19：55～

20：30～

21：00～

ビアガーデン・夜店・屋台オープン・子どもイベント

お楽しみ抽選会・ステージイベント

小豆島おどり

花火大会

閉　　幕　

無料送迎バス運行予定時刻　下記の無料送迎バスをご利用ください

公共の交通機関をご利用ください

【復路】21時40分　安田・瀬戸よ志駐車場出発（各地区１台）

バス停 ふるさと村 室生 二面 吉野浜 吉野 蒲野 神ノ浦 市神子 吉ケ浦 目見ケ谷 蒲野浜 小蒲野 長崎 牛ケ浦 石場 瀬戸よ志
時刻 19：00 19：01 19：03 19：05 19：06 19：08 19：13 19：14 19：15 19：16 19：18 19：21 19：23 19：26 19：28 19：40

バス停 坂手東 芦ノ浦 苗羽 安田 草壁港 オリーブ丘 平木 池田港 入部 富丘通 本町 土庄港
時刻 21：30 21：34 21：36 21：40 21：44 21：50 21：58 21：59 22：03 22：07 22：09 22：14

バス停 西中山 春日神社 奥中山 瀬戸よ志
時刻 19：00 19：01 19：03 19：30

バス停 吉田 福田港 当浜 岩谷 橘 瀬戸よ志
時刻 19：00 19：05 19：15 19：20 19：25 19：35

二生・三都地区の皆さんへ

路線バス臨時増発便（有料）運行のお知らせ

中山地区の皆さんへ（マイクロバス） 橘・岩谷・当浜・福田・吉田地区の皆さんへ

【往路】19 時　ふるさと村バス停出発（１台）

【往路】19 時　西中山バス停出発（１台） 【往路】19 時　吉田バス停出発（１台）

会場見取図と交通規制

JA 香川県
内海支店

苗羽小

島乃香㈱所有地

ホテルたるや

小豆島町役場
内海庁舎GS

GS

瀬戸よ志

内
海
体
育
館

自動車・原付・自転車
通行禁止区域
（19時～22時）

主会場

駐車場
小豆島町役場、ＪＡ香川県内海支店
内海体育館、島の香㈱所有地、
苗羽小グラウンド

迷惑駐車はやめましょう
堤防に上がっての花火観覧はやめましょう

（車両等は以下の駐車場へ）

セブン
イレブン

送迎バス発着場

JA香川県
内海支店

バザー等テント

本部および警備本部

苗羽小

島乃香㈱所有地

ホテルたるや

小豆島町役場
内海庁舎

駐車場

GS

GS

瀬戸よ志
セブン
イレブン

主会場

（車両等は以下の駐車場へ）

内
海
体
育
館

小豆島町役場、ＪＡ香川県内海支店
内海体育館、島の香㈱所有地、
苗羽小グラウンド

迷惑駐車はやめましょう
堤防に上がっての花火観覧はやめましょう

（車両等は以下の駐車場へ）

送迎バス発着場
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7
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
の
巡
回
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

　

巡
回
窓
口
の
日
時
、
場
所
な

ど
は
予
定
表
の
と
お
り
で
す
。

申
請
書
、
印
鑑
な
ど
必
要
書
類

を
お
持
ち
の
上
お
こ
し
く
だ
さ

い
。

○
申
請
に
必
要
な
物

【
申
請
書
】

　

７
月
末
ご
ろ
役
場
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

ま
た
は
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
申
請
書
類

【
印
鑑
】

　

認
印
で
結
構
で
す

※
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
に
つ

い
て
は
、
申
請
者
お
よ
び
支
給

対
象
者
全
員
の
印
鑑
が
必
要
で

す
。

【
本
人
確
認
書
類
】

●
臨
時
福
祉
給
付
金

　

申
請
者
お
よ
び
支
給
対
象
者

全
員
（
代
理
人
が
申
請
す
る
場

合
は
代
理
人
）
の
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
、
年
金
手
帳
、
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の

写
し
）
が
必
要
で
す
。

●
子
育
て
世
帯

　
　
　

臨
時
特
例
給
付
金

　

あ
ら
か
じ
め
申
請
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
児
童
手
当
の
振
込

口
座
に
振
り
込
む
場
合
は
、
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

児
童
手
当
の
振
込
口
座
と
は

別
の
口
座
を
指
定
す
る
場
合
に

は
、
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。

　
【
振
込
口
座
確
認
書
類
】

　

金
融
機
関
名
、
口
座
番
号
、

口
座
名
義
人
（
カ
ナ
）
が
わ
か

る
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
写
し

●
臨
時
福
祉
給
付
金

　

振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
書

類
が
必
要
で
す
。

●
子
育
て
世
帯

　
　
　

臨
時
特
例
給
付
金

　

あ
ら
か
じ
め
申
請
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
児
童
手
当
の
振
込

口
座
に
振
り
込
む
場
合
は
、
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
児
童
手
当
の
振
込
口
座
と
は

別
の
口
座
を
指
定
す
る
場
合
に

は
、
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る

書
類
が
必
要
で
す
。

※
公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
振
込
口

座
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

で
す
。

※
申
請
の
受
付
は
、
健
康
づ
く

り
福
祉
課
、
池
田
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
各
公
民
館
で
も
行
っ
て

い
ま
す
。

※
申
請
の
受
付
期
間
は
10
月
31

日
㈮
ま
で
で
す
。
申
請
期
間
を

過
ぎ
る
と
原
則
と
し
て
受
け
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金
巡回窓口予定表

開設日 開 設 時 間 場　　　　　　所

８月18日㈪
9：00 ～ 12：00 二十四の瞳館（田浦）

13：00 ～ 16：00 堀　 越　 庵（堀越）

19日㈫
9：00 ～ 12：00 古江公民館（古江）

13：00 ～ 16：00 岩谷集会所（岩谷）

20日㈬
9：00 ～ 12：00 当浜第２集会所（当浜）

13：00 ～ 16：00 吉田児童館（吉田）

21日㈭
9：00 ～ 12：00 神浦コミュニティセンター

（神浦）

13：00 ～ 16：00 南蒲野公民館（南蒲野）

22日㈮
9：00 ～ 12：00 吉野地区集落センター（吉野）

13：00 ～ 16：00 東浦集会所（二面東浦）

23日㈯
9：00 ～ 12：00 池田公民館中山分館（中山）

13：00 ～ 16：00 室生自治会館（室生）

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
巡
回
窓
口
を
開
設
し
ま
す

の
巡
回
窓
口
を
開
設
し
ま
す



2014.85

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
「
現
況
届
」、
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、「
所
得
状
況
届
」

の
提
出
が
毎
年
必
要
に
な
り
ま

す
。
前
年
度
分
の
手
当
が
支
給

停
止
に
な
っ
て
い
る
方
も
含

め
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
手

当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
該
当

す
る
方
に
は
８
月
上
旬
に
提
出

案
内
文
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
健
康
づ
く
り
福
祉
課
ま

た
は
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭（
父
子
家
庭
・

母
子
家
庭
）
ま
た
は
父
親
・
母

親
が
重
度
の
障
害
状
況
で
あ
る

家
庭
な
ど
に
お
い
て
18
歳
未
満

の
児
童
、
ま
た
20
歳
未
満
の
心

身
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
対
し
支
給
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
を
扶
養
す
る
母
ま
た
は

父
に
事
実
婚
（
内
縁
関
係
）

が
あ
る
場
合

※
公
的
年
金
の
受
給
資
格
が
あ

る
場
合

※
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合

※
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合

○
現
況
届
の
提
出
期
限

　

８
月
29
日
㈮

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は

精
神
に
重
度
ま
た
は
中
度
以
上

の
障
害
の
あ
る
児
童
を
監
護
し

て
い
る
方
で
、
認
定
を
受
け
た

方
に
対
し
て
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合

※
児
童
が
障
害
年
金
な
ど
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

※
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合

○
所
得
状
況
届
の
提
出
期
限　

９
月
10
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

小
豆
島
町
で
は
、
住
民
主
導

の
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
図
る
た
め
、
地
域
の
活
性

化
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
の
活

動
に
対
し
て
、
経
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
自
発
的
な
力
を
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
す
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
展
開
し
、
地
域
の

「
元
気
」・「
活
力
」・「
に
ぎ
わ
い
」

を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
次
の
対

象
事
業
に
取
り
組
む
団
体
の
募

集
を
開
始
し
ま
す
。

　

事
業
の
詳
細
や
募
集
時
期
、

申
請
手
続
き
は
、
各
事
業
で

異
な
り
ま
す
の
で
、
小
豆
島
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tow

n.shodoshim
a.

lg.jp/oshirase/m
atidukuri_

shienzigyo.htm
l

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
各
担
当
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
」
お
よ
び
「
生
涯
学

習
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
を
上

半
期
と
下
半
期
と
に
分
け
て
選

考
委
員
会
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
次
に
掲
げ
る
下
半
期
の
申

請
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
事
業
】

①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り支

援
事
業

⑴
防
災
・
防
犯
に
関
す
る
事
業

⑵
自
然
環
境
の
保
護
や
景
観
形

　

成
を
図
る
事
業

⑶
地
域
の
活
性
化
を
図
る
事
業

②
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業

⑴
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る

事
業

⑵
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
事

業
⑶
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
事

業

③
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り支

援
事
業

⑴
高
齢
者
支
援
に
関
す
る
事
業

⑵
障
害
者
支
援
に
関
す
る
事
業

【
申
請
期
限
】

①
②
：
8
月
29
日
㈮

③
：
随
時

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

①
企
画
財
政
課

　

☎
７
５
―
１
８
０
０

②
社
会
教
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
５

③
健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

③⑴⑵

小
豆
島
町
ま
ち
づ
く
り

小
豆
島
町
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
に
つ
い
て

支
援
事
業
に
つ
い
て

青少年の健全育成を図る事業のようす
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い
さ
さ
か
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

今
年
の
秋
、
高
松
で
11
年
ぶ

り
に
大
相
撲
の
巡
業
が
あ
り
ま

す
。
11
年
前
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲

の
ひ
と
り
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
夢
は
何

か
と
聞
か
れ
て
大
相
撲
の
相
撲

取
り
に
な
る
と
答
え
ま
し
た
。

11
年
後
、
本
当
に
、
関
取
と
し

て
高
松
場
所
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
三
つ
の
こ
と
を
話

し
ま
す
。

　

一
つ
は
、
夢
を
持
つ
こ
と
、

持
つ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
夢
を

み
ん
な
に
話
す
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
夢
を
実
現
す
る

た
め
に
努
力
す
る
、
そ
れ
は
間

違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
正

確
に
は
、
夢
が
実
現
す
る
ま
で

努
力
す
る
こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
自
分
が
や
っ
て

き
た
こ
と
に
自
信
を
持
つ
こ
と

で
す
。

　

厳
し
い
稽
古
に
耐
え
抜
き
、

大
き
な
ケ
ガ
の
絶
望
の
淵
か
ら

這
い
上
が
っ
た
琴
勇
輝
だ
か
ら

言
え
る
言
葉
で
す
。

　

小
豆
島
の
子
ど
も
た
ち
に
、

立
派
な
先
輩
に
続
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
（
７
月
１
日
掲
載
分
か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
豆
島
場
所

が
、
小
豆
島
中
学
校
の
相
撲
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
26

回
目
に
な
り
ま
す
。
小
豆
島
青

年
会
議
所
が
主
催
し
、
裏
方
を

務
め
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
中
か
ら
相
撲
好
き
の

小
学
生
と
中
学
生
が
集
ま
り
ま

し
た
。
こ
ん
な
に
勢
い
の
あ
る

わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
、
香
川
県
で

も
こ
の
小
豆
島
だ
け
で
す
。

　

貢
献
し
て
い
る
の
は
、
小
豆

島
出
身
の
関
取
琴
勇
輝
関
の
存

在
で
す
。
名
古
屋
場
所
を
直
前

に
控
え
る
大
変
な
時
期
に
、
3

年
連
続
で
里
帰
り
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

前
夜
の
懇
親
の
場
で
、
大
ケ

ガ
の
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

小
学
生
の
と
き
以
来
、
ど
ん
な

に
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

一
度
も
相
撲
を
や
め
た
い
と
思

っ
た
り
、
弱
音
を
吐
い
た
こ
と

が
な
い
琴
勇
輝
で
し
た
が
、
昨

年
の
大
ケ
ガ
の
後
、
復
帰
ま
で

1
年
以
上
は
か
か
る
と
医
師
に

宣
告
さ
れ
、
さ
す
が
に
お
母
さ

ん
に
、
相
撲
を
や
め
た
い
と
初

め
て
弱
音
を
吐
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
言
葉
に
、
お
母
さ
ん
は
、

「
私
は
、
あ
な
た
が
も
う
一
度

土
俵
に
あ
が
る
姿
を
見
た
い
」

と
返
し
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を

聞
い
て
、
琴
勇
輝
は
、
死
ぬ
気

で
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
琴
勇
輝
は
、
子
ど

も
た
ち
に
次
の
こ
と
を
話
し
ま

し
た
。

　

小
学
3
年
生
の
こ
ろ
か
ら
、

大
相
撲
の
横
綱
に
な
る
こ
と
が

夢
で
し
た
。
そ
の
夢
は
、
今
も

　
『
わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
豆
島
場
所
』

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂
Vol.43

わんぱく力士と取組をする琴勇輝

　
『
１
Ｌ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中

に
大
豆
と
小
麦
と
塩
を
入
れ
て

い
ま
す
が
、
1
年
経
っ
て
も
2

年
経
っ
て
も
醤
油
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ

う
か
？
』
小
・
中
学
生
を
対
象

に
し
た
醤
油
の
出
前
授
業
で
良

く
使
う
質
問
で
す
。
答
え
は
、

勿
論
、
麹
菌
や
乳
酸
菌
や
酵
母

菌
と
い
っ
た
微
生
物
で
す
。

　

私
が
就
職
し
た
30
年
程
前

は
、〝
遺
伝
子
組
換
え
〞〝
細
胞

融
合
〞〝
バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー
〞

な
る
言
語
が
一
世
を
風
靡
し
、

花
形
産
業
の
よ
う
で
あ
り
ま
し

た
が
、
当
時
の
技
術
担
当
役
員

か
ら
、
天
然
醸
造
蔵
の
木
桶
や

梁
こ
そ
が
『
オ
ー
ル
ド
バ
イ
オ

リ
ア
ク
タ
ー
』
そ
の
も
の
だ
と

教
え
ら
れ
、
有
用
な
微
生
物
の

検
索
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）
に

没
頭
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し

ま
す
。

　

こ
の
度
、
50
年
以
上
も
の
歴

史
と
伝
統
を
誇
る
技
術
協
議

会
の
会
長
職
を
拝
命
致
し
ま
し

た
。
昨
今
、
お
客
様
が
求
め
て

い
る
の
は
、
食
の
安
全
・
安
心

で
す
。
ま
ず
は
、
長
き
に
わ
た

り
３
６
５
日
毎
日
働
い
て
い
る

麹
菌
や
乳
酸
菌
や
酵
母
菌
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
時
代
時
代

で
変
化
す
る
お
客
様
の
要
望
に

迅
速
に
お
答
え
す
る
に
は
、
技

術
力
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

　
『
小
豆
島
ブ
ラ
ン
ド
＝
安
全
・

安
心
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
一
翼
を
担
え
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
　
　

小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

　
「
温
故
知
新
」

ペットボトル醤油

　
　
　
　
　
　
　
　
　

技
術
協
議
会

会　

長

安　

藤　

研　

一
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オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

　

近
年
、
生
活
習
慣
は
学
力
や

心
の
状
態
と
関
係
し
て
い
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
生
の
生
活
習
慣
が
成

人
に
な
っ
た
と
き
の
生
活
の
基

盤
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
年
に
１
度
、
学

校
公
開
日
に
『
生
活
習
慣
に
関

す
る
授
業
』
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
小
学
生
の
う
ち
か
ら
、
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
実
践

し
て
い
く
こ
と
は
、
将
来
自
分

の
身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
へ

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
親
子
で
生
活
習
慣
を

振
り
返
っ
た
り
、
学
校
か
ら

帰
っ
た
後
の
計
画
を
立
て
た
り

し
て
い
ま
す
。
授
業
前
後
を
比

べ
る
と
、
前
年
度
、
特
に
変
化

が
あ
っ
た
の
は
、
朝
食
で
の
野

菜
摂
取
率
で
す
。
生
活
調
べ
で

は
、
朝
食
で
野
菜
を
何
種
類
食

べ
た
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。
毎

朝
野
菜
を
３
種
類
以
上
食
べ
て

い
る
児
童
が
増
え
た
り
、
食
べ

た
野
菜
の
名
前
や
絵
を
描
い
た

り
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
い

ま
し
た
。
意
欲
的
に
生
活
調
べ

を
行
う
こ
と
で
、
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
に
つ
な
が
る
と
感
じ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
良
い

生
活
を
続
け
る
と
、
元
気
に
過

ご
せ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ

き
、
毎
日
続
け
て
い
け
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
保
護
者
の
方
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
指
導
を
行
い
、
大
人
に

な
っ
た
と
き
も
健
康
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　　『
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け
て
』

小
豆
島
町
立
池
田
小
学
校

養
護
教
諭

間　

嶋　

花
居
里

の
効
率
的
な
利
用
を
促
進
す
る

た
め
の
家
庭
用
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
補
助
制
度
を
は
じ
め
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
次
世
代
自

動
車
の
う
ち
実
用
段
階
に
あ
る

電
気
自
動
車
の
普
及
を
目
的

に
、
電
気
自
動
車
用
充
電
設
備

を
町
内
９
カ
所
に
新
た
に
整
備

し
て
い
ま
す
。

　

良
質
な
生
活
環
境
の
意
義

は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
生
活
者

の
意
識
に
よ
り
変
化
し
て
い
き

ま
す
が
、
今
後
も
時
代
の
要
請

に
応
じ
た
適
切
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

　

小
豆
島
町
で
一
般
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
わ

ず
か
に
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
そ
の
処
理
に
は
毎
年
２
億

円
を
超
え
る
費
用
が
投
じ
ら
れ

て
い
ま
す
し
、
最
終
的
に
埋
め

立
て
処
分
を
行
う
最
終
処
分
場

の
能
力
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、

新
し
い
最
終
処
分
場
の
建
設

も
急
が
れ
ま
す
が
、
地
域
社
会

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
減
量

化
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
指
定
ご
み
袋
の
導
入

や
、
分
別
収
集
に
よ
る
ご
み
の

再
資
源
化
な
ど
の
取
り
組
み
に

加
え
、
無
料
で
収
集
し
て
い
る

大
型
ご
み
に
つ
い
て
も
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
市
町
村
で
、
既
に
大

型
ご
み
の
処
理
が
有
料
化
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
み
の

量
に
応
じ
た
処
理
費
用
の
公
平

負
担
の
観
点
か
ら
も
意
義
が
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
ご
み
処
理

に
対
す
る
コ
ス
ト
意
識
か
ら
、

「
も
の
」の
再
利
用（
リ
ユ
ー
ス
）

の
促
進
や
、
不
要
不
急
の
「
も

の
」
の
購
入
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）
な
ど
、
ご
み
に
対
す
る
消

費
者
意
識
の
改
革
も
一
つ
の
目

的
と
し
て
お
り
、
多
く
の
人
た

ち
が
豊
か
で
文
化
的
な
生
活
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
社

会
で
、世
の
中
に
あ
ふ
れ
る
「
も

の
」
を
、
膨
大
な
ご
み
と
し
て

し
ま
う
前
の
工
夫
が
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
若
者
の
定
住
人
口
を

増
や
す
た
め
に
も
、
快
適
で
健

や
か
な
生
活
環
境
の
保
全
ま
た

は
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
小

豆
島
町
で
は
、
水
辺
や
瀬
戸
内

海
の
き
れ
い
な
水
質
の
維
持
を

目
的
と
し
た
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
費
補
助
制
度
や
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
ご
み
減
量
化
と
環
境
保
全
に
つ
い
て
」

企
画
振
興
部　

環
境
衛
生
課

課　

長

谷　

本　

静　

香

生活習慣に関する授業の様子

一般廃棄物埋立処分地
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第42回

壺
井
栄
賞
授
賞
式

壺
井
栄
賞
授
賞
式

　

授
賞
式
で
は
、
苗
羽
小
学
校

の
児
童
に
よ
る
「
二
十
四
の
瞳
」

が
演
奏
さ
れ
る
中
、
参
加
者
が

壺
井
栄
を
し
の
ん
で
文
学
碑
に

献
花
し
、
続
い
て
、
応
募
総
数

87
編
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
壺
井

栄
賞
１
名
、
優
秀
賞
５
名
の
受

賞
者
に
、
壺
井
栄
顕
彰
会
お
よ

び
後
援
各
社
か
ら
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

壺
井
栄
賞
に
選
ば
れ
た
小
学

校
三
年
（
応
募
当
時
）
の
笠
井

一
咲
君
の
作
品
、「
小
豆
島
に

ア
ジ
ア
の
人
が
い
っ
ぱ
い
」
は
、

昨
年
開
か
れ
た
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
の
人
と

の
交
流
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

初
め
て
緑
色
の
カ
レ
ー
を
食
べ

た
り
、
外
国
の
人
が
歌
っ
た
り
、

ダ
ン
ス
を
し
た
り
す
る
光
景
を

見
て
、
言
葉
は
解
ら
な
い
け
れ

ど
、
一
緒
に
い
る
と
楽
し
い
気

分
に
な
り
、
気
持
ち
が
通
じ
て

い
る
よ
う
な
感
じ
を
経
験
し
ま

し
た
。
ま
た
、
好
き
な
絵
を
描

い
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
と
の

交
流
な
ど
を
子
ど
も
ら
し
い
素

直
な
表
現
で
作
文
に
し
ま
し

た
。
選
考
委
員
で
作
家
の
あ
さ

の
あ
つ
こ
さ
ん
は
、「
小
豆
島

で
は
、
こ
ん
な
豊
か
な
国
際
交

流
が
で
き
て
い
る
」、「
芸
術
、

文
化
と
い
う
も
の
は
人
種
や
国

　

郷
土
が
生
ん
だ
作
家
、
壺
井
栄
を
顕
彰
し
、
香
川
県
内
の
児
童
・
生
徒
の

文
芸
資
質
向
上
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
壺
井
栄
賞
の
第
42
回
授
賞
式

が
、
壺
井
栄
の
48
回
忌
に
あ
た
る
６
月
23
日
、
坂
手
・
向
い
が
丘
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

壺
井
栄
賞
に
輝
い
た
笠
井
一い

っ

咲さ

く
ん
（
安
田
小
学
校
３
年
）

小豆島にアジアの
人がいっぱい

（学校・学年は応募当時のものです）

優
秀
賞

町
内
の
受
賞
者

町
外
の
受
賞
者

私の富士山

干　し　柿 わたしは、小さいおかあさん

大好きなお父さんの笑顔 はるちゃんがぼくの
家にやって来た

秦
はた

　真
ま

衣
い

子
こ

さん

岩
いわ

本
もと

有
あり

加
か

さん 上
うえ

嶋
しま

心
ここ

美
み

さん

出
で

水
みず

咲
さ

妃
き

さん 中
なか

村
むら

航
こう

晨
しん

くん
（牟礼中学校１年）

（渕崎小学校４年） （安田小学校１年）

（渕崎小学校５年） （土庄小学校５年）

を
超
え
て
、
人
の
心
に
届
く
」

と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

５
名
の
作
品
も
、
栄
賞
受
賞
作

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
見
事
な

作
品
で
し
た
。
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第
42
回
壺
井
栄
賞
受
賞
作
品

小
豆
島
に
ア
ジ
ア
の

人
が
い
っ
ぱ
い

安
田
小
学
校
三
年　

笠
井
一
咲

（
学
校
・
学
年
は
応
募
当
時
の
も
の
で
す
）

　

こ
の
夏
、
ぼ
く
は
い
ろ
ん
な

国
の
人
た
ち
と
会
う
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
か

と
言
う
と
、
今
年
は
、
せ
と
内

国
さ
い
げ
い
じ
ゅ
つ
祭
を
し
て

い
た
か
ら
で
す
。
海
外
旅
行
に

行
か
な
く
て
も
、
多
く
の
人
た

ち
が
外
国
か
ら
は
る
ば
る
小
豆

島
ま
で
来
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

ぼ
く
が
住
ん
で
い
る
福
田
と

い
う
町
に
も
、
見
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
面
白
い
作
品
を
作

る
、
げ
い
じ
ゅ
つ
家
と
よ
ば
れ

る
人
た
ち
が
来
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
作
品
を
一
目
見
よ
う
と
、

こ
ぞ
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
来
て
い
ま
し
た
。

　

は
い
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

福
田
小
学
校
の
体
育
館
に
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
台
わ
ん
、
香

港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
料
理
を

日
が
わ
り
で
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
食
堂
が
で
き
ま
し
た
。
福

田
に
住
む
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
た
ち
が
、
外
国
人
の
シ
ェ
フ

か
ら
料
理
を
学
び
、
食
堂
で
外

国
の
料
理
を
作
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
料
理
の
こ
う
習
会

で
は
、
み
ん
な
、
メ
モ
を
取
っ

た
り
味
見
を
し
て
味
を
お
ぼ
え

た
り
、
ビ
デ
オ
を
見
て
か
く
に

ん
し
た
り
し
て
大
変
そ
う
で
し

た
。
で
も
何
だ
か
す
ご
く
楽
し

そ
う
で
し
た
。

　

ぼ
く
も
う
ら
や
ま
し
い
な
あ

と
思
っ
て
見
て
い
る
と
、
い
き

な
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
女
の
人

が
　
「
ハ
ロ
ー
。」

と
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、
は
ず
か
し
く

て
下
を
む
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
す
る
と
英
語
が
分
か
ら
な

い
か
ら
あ
い
さ
つ
を
か
え
せ
な

い
と
思
っ
た
ら
し
く
、

　
「
こ
ん
に
ち
は
。」

と
、
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
ゆ
う
き
を
出
し
て

　
「
こ
ん
に
ち
は
。」

と
、
今
度
は
ち
ゃ
ん
と
言
え
ま

し
た
。
そ
の
人
は
、
に
っ
こ
り

と
わ
ら
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
す

ご
く
ほ
っ
と
し
て
、
外
国
の
人

と
ぼ
く
も
会
話
が
で
き
た
ん
だ

と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

数
日
後
、
食
堂
が
開
か
れ
ま

し
た
。
そ
の
日
を
前
か
ら
す

ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
て
、

い
そ
い
で
行
き
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
大
好
き
な
カ
レ
ー
を
注
文

し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
出

さ
れ
た
カ
レ
ー
は
、
な
ん
と
緑

色
を
し
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
お
そ
る
お
そ
る
一
口
食

べ
る
と
、
口
の
中
が
も
え
そ
う

な
く
ら
い
か
ら
か
っ
た
で
す
。

シ
ェ
フ
か
ら
、

　
「
お
い
し
い
？
」

と
聞
か
れ
て
、
本
当
は
す
ご
く

か
ら
か
っ
た
け
ど
、
せ
っ
か
く

作
っ
て
く
れ
た
の
で
、

　
「
お
い
し
い
。」

と
、
答
え
ま
し
た
。
で
も
、
水

を
ご
く
ご
く
と
飲
ん
で
い
た
か

ら
、

　
「
か
ら
か
っ
た
の
ね
。」

と
わ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
国
に

よ
っ
て
色
も
味
つ
け
も
ぜ
ん
ぜ

ん
ち
が
う
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

　

し
ば
ら
く
、
大
人
た
ち
が
会

話
を
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
い

　

こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
福
田
小
学
校
の
か
べ
に
絵

を
か
い
た
げ
い
じ
ゅ
つ
家
が
い

て
、
ぼ
く
は
そ
の
絵
が
す
ご
く

気
に
入
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

売
店
で
見
つ
け
て
、
自
分
の
お

こ
づ
か
い
で
絵
の
フ
ァ
イ
ル
を

買
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

そ
の
人
が
帰
国
す
る
と
聞
き
ま

し
た
。
ど
う
し
て
も
話
が
し
た

い
と
お
母
さ
ん
に
言
う
と
、
前

日
に
い
っ
し
ょ
に
会
い
に
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は

そ
の
人
に

　
「
あ
な
た
の
作
品
が
好
き
で
、

フ
ァ
イ
ル
を
買
い
ま
し
た
。」

と
伝
え
る
と
、
に
っ
こ
り
と
し

て
、

　
「
あ
り
が
と
う
。
で
は
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。」

と
言
っ
て
、
同
じ
絵
が
か
か
れ

た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
ぼ
く
に
く

れ
ま
し
た
。
う
れ
し
く
て
今
で

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
い
ろ
ん
な
国
の

人
た
ち
と
会
え
て
、
本
当
に
楽

し
か
っ
た
で
す
。
福
田
の
町
に
、

い
つ
も
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
え

顔
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

外
国
の
人
た
ち
が
、
福
田
の
町

を
知
っ
て
、
好
き
に
な
っ
て
も

ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
三
年

後
、
ま
た
み
ん
な
と
さ
い
会
で

き
る
と
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

る
と
、
台
わ
ん
人
の
シ
ェ
フ
が

ず
っ
と
日
本
語
を
話
す
の
で
ふ

し
ぎ
に
思
い
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
に
聞
く
と

　
「
外
国
人
に
は
日
本
語
を
話
せ

る
人
も
い
る
し
、
覚
え
よ
う
と

勉
強
し
て
い
る
人
も
い
る
の
よ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
人
は
、
英
語
と
日
本

語
、
台
わ
ん
の
言
葉
が
話
せ
る

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
が

知
ら
な
い
落
語
も
で
き
る
し
、

ギ
タ
ー
を
ひ
き
な
が
ら
日
本
の

歌
も
歌
え
ま
す
。
ぼ
く
は
、
新

し
く
習
う
漢
字
を
覚
え
る
の
も

大
へ
ん
な
の
に
、
何
で
も
で
き

る
な
ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
食
べ
物
も
、
外
国
に
は
な

い
さ
し
み
や
も
ろ
き
ゅ
う
、
お

に
ぎ
り
な
ど
も
お
い
し
そ
う
に

食
べ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
食

べ
物
を
気
に
入
っ
て
く
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
も
、

外
国
の
食
べ
物
を
、
も
っ
と
食

べ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

外
国
の
人
た
ち
は
、
明
る
く

て
、
歌
っ
た
り
ダ
ン
ス
を
し
た

り
し
て
、
い
つ
も
わ
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
ぼ
く
も
み
ん
な
と
い

っ
し
ょ
に
い
る
と
楽
し
い
気
分

に
な
り
ま
し
た
。
何
を
話
し
て

い
る
か
分
か
ら
な
い
時
も
あ
っ

た
け
ど
、
気
持
ち
が
通
じ
て
い

る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
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日
時　

８
月
23
日
㈯
・
30
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
〜

　
　
　

※
ど
ち
ら
か
１
日
の
参

　
　
　
　

加
で
も
可

場
所　

働
く
婦
人
の
家

内
容　

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

で
小
物
作
り

定
員　

15
名

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
込

み
）

準
備
物　

よ
く
切
れ
る
は
さ
み
、

　

洗
濯
バ
サ
ミ
（
10
個
以
上
）

申
込
締
め
切
り　

８
月
16
日
㈯

申
し
込
み
先

　

働
く
婦
人
の

　

家

　

☎
８
２
―

　

０
４
１
０

「
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で

「
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で

小
物
作
り
」

小
物
作
り
」

大人向け「今年も来島！荒井良二」絵本展
　　　　「映画・ドラマになった本」特集展　8月31日㈰まで
子供向け「夏休み宿題お助け展」8月31日㈰まで
　展示・貸出します。ぜひご利用ください。
手づくり絵本ミニ展示会
　　夏休み中に小学生が創作した絵本を展示します。
　　8月9日㈯～8月17日㈰まで

オリーブギャラリー8月の展示（オリーブナビ小豆島2階）
　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

　展示時間　9：00～ 17：00

展　示　期　間 展　示　内　容
7月28日㈪～8月7日㈭ 小豆島カメラ　写真展　「見たい、食べたい、会いたい」
8月9日㈯～9月7日㈰ 県展合同作品展　（町内者の入選作品展示）

図書館で映画を上映します。懐かしの名作映画などを上映予定です。
8月30日㈯　14時から（大人向け）　「レイダース　失われたアーク（インディ・ジョーンズ）」
8月31日㈰　14時から（子供向け）　「学校の怪談」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。

今月のロビー展

映画会のお知らせ

論語を読む会
にこにこおはなし会
手作り絵本を作ろう会
古文書講座
更級日記を読む会
１日図書館員体験

2日 ㈯　
3日 ㈰　

5日 ㈫・6日 ㈬　
9日 ㈯　
16日 ㈯　
31日 ㈰　

10：00～12：00
14：00～14：30
13：00～15：00
10：00～12：00
14：00～16：00
13：30～16：00

一　　　般
幼 ・ 児 童
小　学　生
一　　　般
一　　　般
小　学　生

女の子は、明日も。　
太閤の能楽師
おれたちの故郷
すべての神様の十月
猫弁と魔女裁判
星のアリスさま
ウェーブ
風を待つ日
誉れの赤
埠頭三角暗闇市場
かもめのジョナサン　完成版
おかんメール
新しいパパの働き方
65歳から始める健康法
未来のだるまちゃんへ
子や孫に贈る童話100
こども写真
演劇のことば
あなたの知らない85のネイマール
冷蔵庫超片づけ術
残業ごはん
人気店の「おうち外食」完コピレシピ
るるぶ大阪'15
まっぷる兵庫'15

飛鳥井　千　砂
奥　山　景布子
佐 川 光 晴
小 路 幸 也
大 山 淳 子
嶽本野　ば　ら
時　武　ぼたん
村 木　　 嵐
吉 川 永 青
椎 名　　 誠
リチャード・バック
『おかんメール』制作委員会
ファザーリング・ジャパン
三　浦　雄一郎
か　こ　さとし
牧 野 節 子
三 原 由 宇
平　田　オリザ
ネイマール・ジュニオール
島　本　美由紀
オレンジページ
ほりえ　さちこ

（幼児向き）
うみの100かいだてのいえ
うそ
ふしぎなともだち
おひめさまようちえんのアイドル
学校ななふしぎ
おねしょのかみさま

（児童向き）
がっこうのおばけずかん
さよなら宇宙人
忍たま乱太郎　59
おきゃくさまはルルとララ
ともだちのまほう

（ティーンズ向き）
じぶんリセット
E判定からの大逆転勉強法
悲業伝

広報文芸

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

行 事 名 日 　 時 対　象

8月の行事予定

歌壇　小豆島
六月例会　詠草

ち
や
ほ
や
と
さ
れ
る
時
間
の
短
か
さ
よ
嫁
は
ひ
と
月
奉
公
人
二
十
日　
　
　
　
　

堀
内　

実
男

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
キ
ス
プ
レ
ス
の
旅
五
月
青
函
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
目
が
覚
む　
　

伝
宝
千
鶴
子

講
堂
に
昔
な
つ
か
し
童
謡
を
笑
顔
で
歌
ふ
楽
し
ひ
と
と
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木　

勝
子

夜
明
け
前
郭
公
の
声
に
目
覚
め
た
り
特
許
許
可
局
は
東
京
に
在
り　
　
　
　
　
　

山
本　

露
子

梅
雨
空
に
し
っ
ぽ
り
濡
れ
て
三
室
戸
寺
西
行
も
訪
ふ
た
あ
ぢ
さ
ゐ
の
寺　
　
　
　

八
木　

慶
子

猫
に
や
る
大
羽
の
煮
干
ま
あ
な
ん
と
頭
と
背
骨
き
ち
ん
と
残
す　
　
　
　
　
　
　

立
住
喜
代
子

誘
は
れ
て
子
等
と
行
き
た
る
カ
ラ
オ
ケ
に
わ
れ
が
選
ぶ
は
ナ
ツ
メ
ロ
ば
か
り　
　

森　

フ
サ
子

　
「
考
へ
る
人
」
の
ポ
ー
ズ
を
そ
の
侭
に
小
型
作
業
車
運
ば
れ
て
行
く　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

小豆島馬
あ

醉
し

木
び

句会

豪
雨
去
り
日
差
を
つ
か
む
曼
珠
沙
華　
　
　

壺
井　

久
子

残
暑
な
り
熱
弁
ふ
る
ふ
老
講
師　
　
　
　
　

中
村　

佳
子

鱚
釣
の
波
ひ
き
戻
る
夫
婦
舟　
　
　
　
　
　

岡
本
八
重
子

夏
座
敷
琴
爪
弾
く
も
惚
け
防
止　
　
　
　
　

山
本
登
茂
子

盆
休
の
も
て
な
し
忙
し
大
所
帯　
　
　
　
　

岡
本　

静
子

廃
船
の
陰
に
憩
ふ
や
蟹
走
り　
　
　
　
　
　

木
下　

由
美

青
紫
蘇
の
庭
に
自
生
の
香
立
つ　
　
　
　
　

安
藤
マ
チ
子

西
瓜
切
る
子
の
目
き
ら
き
ら
集
ま
り
て　
　

浜
本　

晶
子
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太
陽
光
発
電
設
備
設
置

太
陽
光
発
電
設
備
設
置

補
助
金
の
お
知
ら
せ

補
助
金
の
お
知
ら
せ

スプレー缶・カセットボンベはスプレー缶・カセットボンベは
爆発します‼爆発します‼

電
気
自
動
車
の
普
及
促
進

　

自
動
車
か
ら
の
排
出
ガ
ス

は
、
大
気
汚
染
や
温
室
効
果
ガ

ス
の
発
生
源
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
削
減
は
重
要
な
全
世
界
的

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
電

気
自
動
車
の
普
及
が
進
ま
な
い

理
由
の
一
つ
に
「
充
電
設
備
の

不
足
」
が
あ
り
ま
す
。

　

運
転
中
の
ガ
ス
欠
な
ら
ぬ
電

欠
に
な
る
不
安
を
解
消
す
る
こ

と
が
電
気
自
動
車
の
普
及
に
必

要
な
こ
と
で
す
。

小
豆
島
町
内
で
は
電
気
自
動
車

の
電
欠
の
不
安
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん

　

一
般
的
に
、
電
気
自
動
車
の

走
行
距
離
は
一
度
の
充
電
で

電
気
自
動
車
用
充
電
設
備
が

電
気
自
動
車
用
充
電
設
備
が

　
　
　
　
　
　
　

新
設
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

新
設
さ
れ
ま
し
た

１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
新
設
さ
れ

た
設
備
を
合
わ
せ
て
、
町
内
の

12
箇
所
で
充
電
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
充
電
設
備
は
20

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
に
あ
り
、

走
行
距
離
を
心
配
す
る
こ
と
な

く
町
内
を
運
転
す
る
こ
と
が
で

き
、
訪
れ
た
観
光
地
で
は
、
観

光
し
て
い
る
間
に
充
電
が
で
き

ま
す
。

充
電
設
備
の
利
用
料
金

　

町
内
の
充
電
設
備
は
当
面
の

間
ど
な
た
で
も
無
料
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
環
境
衛
生
課
（
☎

８
２
―

７
０
０
８
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

設 置 場 所 充電器種類
および基数 利　用　時　間

池 田 港 急速１基 24時間　年中無休
草 壁 港 急速１基 24時間　年中無休
坂 手 港 急速１基 24時間　年中無休
福 田 港 急速１基 24時間　年中無休

道の駅
「小豆島ふるさと村」

急速１基
8：30～16：30　年中無休

普通２基

三都ふれあいセンター 普通２基 8：30～17：00
（日曜日・祝日・年末年始を除く）

神浦コミュニティセンター 普通１基 8：30～17：00　年中無休

二十四の瞳映画村
急速１基

9：00～17：00　年中無休
普通１基

寒霞渓山頂駐車場 急速１基 8：30～16：30　年中無休
道の駅
「小豆島オリーブ公園」 急速１基 8：30～17：00　年中無休

池田庁舎 普通１基 8：30～17：15　年中無休
内海庁舎 普通１基 8：30～17：15　年中無休

　

小
豆
島
町
で
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
す
る
方
に
対
し
て
補

助
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
の
対
象
と
な
る
の
は
町

内
の
住
宅
（
事
務
所
・
店
舗
兼

用
住
宅
を
含
む
）
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

方
（
法
人
は
除
く
）、
ま
た
は

町
内
で
太
陽
光
発
電
設
備
付
建

売
住
宅
を
購
入
し
よ
う
と
す
る

方
で
す
。
該
当
す
る
方
は
補
助

金
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

補
助
金
の
額
は
、
設
置
す
る

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
値
に
4

万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、

上
限
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
16
万
円
）

ま
で
補
助
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
香
川
県
が
実
施
す

る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
導

入
促
進
事
業
補
助
金
の
支
給
が

決
定
し
た
方
に
限
定
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
事
業
内
容
お
よ
び
手

続
き
方
法
に
つ
い
て
は
、
環
境

衛
生
課
（
☎
８
２
―
７
０
０
８
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　今年、スプレー缶やカセットボンベが原因と
思われるごみ収集車の火災がすでに２件も発生
しています。
　幸い大きな被害はありませんでしたが、場合
によってはごみ収集車だけの被害にとどまらず、
ごみ集積所付近の方や周辺道路に迷惑が掛かる
ほか、人的な被害にまでおよぶ可能性があります。
　スプレー缶やカセットボンベを捨てる際は、
以下の２点を必ず守ってください。

　皆さんのご協力で、安全にゴミの収集ができ
ます。ご理解ご協力をお願いします。

①中身を使い切る

②必ず穴を開け、「燃やせないごみ」と
して出す
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消
防
本
部
で
は
、
9
月
9
日

の
「
救
急
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、

住
民
の
方
々
が
自
由
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
『
救
命
講
習
会
』

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

①
9
月
13
日
㈯

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

土
庄
町
中
央
公
民
館

　

2
階
会
議
室

②
9
月
14
日
㈰

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

小
豆
島
消
防
署

　

内
海
分
署
2
階
会
議
室

内
容　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
心

肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
・
止
血
法
な
ど
）

受
講
料　

無
料

募
集
人
員　

各
会
場
20
名

　
（
先
着
順
）

申
込
締
め
切
り　

9
月
4
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
消
防
本
部　

救
急

係　

☎
６
２
―
２
２
２
０

　

小
豆
島
消
防
署　

内
海
分
署

　

☎
８
２
―
０
１
１
９

※
参
加
希
望
の
方
は
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡
先

と
希
望
す
る
日
が
必
要
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
と
後
期
高
齢
者
健
診
の
集
団

健
診
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
集
団
健
診
で
の
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
確
認
事
項
と

持
ち
物
を
確
認
の
う
え
、
ご
希

望
の
実
施
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

健
康
診
査
は
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
ご
自
身

の
健
康
管
理
の
た
め
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　【
持
ち
物
】

保
険
証
、
受
診
券
、
自
己
負
担

金【
確
認
事
項
】

　
・
受
診
券
の
裏
面
に
あ
る
質
問

票
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
す
で
に
指
定
の
医
療
機
関
で

受
診
さ
れ
た
方
や
、
人
間
ド
ッ

ク
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
集
団

健
診
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
・
受
診
日
当
日
に
、
国
民
健
康

保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
資
格
を
持
た
れ
て
い
る

方
が
対
象
で
す
。
就
職
な
ど
で

社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
や

加
入
予
定
の
方
は
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。（
必
ず
社
会

保
険
の
加
入
日
を
会
社
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。）

　
・
指
定
医
療
機
関
で
は
、
11
月

29
日
㈯
ま
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

後
期
高
齢
者
健
診
の
集
団
健
診
の
ご
案
内

救
命
講
習
会
受
講
生
募
集

救
命
講
習
会
受
講
生
募
集

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

差
額
通
知
に
つ
い
て

差
額
通
知
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
の
方
へ
、
８
月
と
平
成

27
年
１
月
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
書
」
を
送
付

し
ま
す
。

※
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
１
０

０
円
以
上
軽
減
で
き
る
方
が
対

象
で
す
。

　

こ
の
通
知
書
は
、
現
在
処
方

さ
れ
て
い
る
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
に

　内海病院では、地域医療の中核病院として、できる
限り救急患者を受け入れてまいりましたが、度重なる
常勤医師の退職により、前年同期には15名在籍してい
た常勤医師が８月以降は12名となり、特に内科の常勤
医師は５名から２名にまで減少するため、これまでと
同様の医療体制を維持することが極めて厳しい状況に
なっています。
　このため、７月24日㈭以降、毎週木曜日（祝祭日を
除く）の午前８時30分から午後１時までの時間帯は、
原則として救急患者の受け入れができなくなります。
　このような状況を解消す
るため、引き続き医師確保
に努めてまいりますので、
皆様のご理解とご協力をよ
ろしくお願いします。

救急患者の受け入れ制限について
〜内海病院からのお知らせ〜

切
り
替
え
た
場
合
の
自
己
負
担

額
が
ど
の
く
ら
い
軽
減
さ
れ
る

か
を
ご
案
内
す
る
も
の
で
す
。

　

通
知
の
内
容
を
確
認
し
て
、

薬
の
切
り
替
え
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
後
期
高
齢
者

　

医
療
広
域
連
合

　

☎
０
８
７
―
８
１
１
―
１
８
６
６

月　日 実　施　場　所 受 付 時 間

８月５日㈫ 二 生 公 民 館 10：00 ～ 10：30
草 壁 公 民 館 13：30 ～ 14：30

８月６日㈬ 西 村 公 民 館 10：00 ～ 11：00
福 祉 会 館 13：30 ～ 14：30

８月７日㈭ 福 祉 会 館 10：00 ～ 11：00
働 く 婦 人 の 家 13：30 ～ 14：30

８月８日㈮ 坂 手 公 民 館 10：00 ～ 10：30
福 田 公 民 館 13：30 ～ 15：00

８月10日㈰ イマージュセンター 10：00 ～ 11：00

身
に
つ
け
よ
う
救
命
・
応
急
手
当

〜
大
切
な
人
を
守
る
た
め
〜
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子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
水
の
怖
さ
〉

内
海
病
院
小
児
科

山　

本　

真
由
美
先
生

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区

８月７日 馬木・苗羽・坂手・古江・堀越・田浦
西村・草壁・安田

８月21日 神浦・蒲野・吉野・二面・室生
※送迎は、お電話で当日11時までにお申込みください。
※８月14日㈭、28日㈭はお休みします。
申し込み先　健康づくり福祉課 国保係　☎82－7038

　家庭で認知症の家族の介護をしていて、さま
ざまな悩みを抱え込んでいませんか。
　この度、認知症の家族を介護されている方々
の心身のリフレッシュを目的とした、「認知症
の方を介護している家族のつどい」を下記のと
おり開催します。見守りが必要な家族も一緒に
お越しください。皆さんが交流会に参加してい
る間、地域包括支援センター職員が見守りしま
す。
　また、認知症の家族を介護されていた経験が
ある方で、交流会に参加していただける方がい
ましたら、ぜひお越しください。

日　時　８月25日㈪　13：30 ～ 15：30
場　所　サン・オリーブ
内　容　・口腔ケアについて
　　　　　　（歯科医師　樋出　誠）
　　　　・参加者同士の交流会
対象者　①町内に住所を有し、在宅で認知症の

家族を介護されている方
　　　　②町内に住所を有し、以前に在宅で認

知症の家族を介護されていた方
参加費　無　料
申込方法　８月13日㈬までに小豆島町地域包括

支援センター（☎82－7006）までお
申し込みください。

　　　　　その際に、見守りが必要な家族と一
緒に参加される方・送迎を希望され
る方は合わせてご連絡ください。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
と

安
心
。

④
一
生
懸
命
遊
ん
で
い
る
と
、

熱
中
症
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
長
い
こ
と
水
の
中
に
い

る
と
体
が
冷
え
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。定
期
的
に
休
息
、

水
分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
体
調
は
万
全
で
す
か
？　

無

理
は
禁
物
。

⑥
も
し
、
溺
れ
た
人
を
見
つ
け

て
も
、
一
人
で
泳
い
で
助
け
に

い
く
こ
と
は
危
険
で
す
。
ま
ず

は
人
を
よ
び
ま
し
ょ
う
。
浮
き

輪
や
ロ
ー
プ
な
ど
を
渡
し
た

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
浮
力
が

あ
る
の
で
使
え
ま
す
。

せ
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
水

の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
子
ど
も
だ
け
で
、
海
や
川
、

プ
ー
ル
な
ど
に
行
か
な
い
。

②
子
ど
も
か
ら
は
目
を
離
さ
な

い
よ
う
に
し
、
海
や
川
で
の
水

遊
び
中
は
な
る
べ
く
大
人
が
付

き
添
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
活
動
に
合
っ
た
服
装
を
し
ま

し
ょ
う
。
プ
ー
ル
以
外
で
は
、

　

夏
で
す
！　

海
や
川
、
プ
ー

ル
な
ど
で
の
、
水
の
遊
び
が
楽

し
い
季
節
で
す
。

　

毎
年
こ
の
季
節
に
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
流
れ
る
の
が
、
水
難
事

故
。
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
小
豆
島
で
も
、
水
難

事
故
は
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

波
打
ち
際
や
浅
い
と
こ
ろ
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
目
を
離
し
た

り
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
遊
ば

　

子
ど
も
は
好
奇
心
の
か
た
ま

り
で
す
。
な
に
か
興
味
が
あ
る

も
の
を
見
つ
け
る
と
、
注
意
し

て
も
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
も
う
大

き
い
か
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
、
こ

こ
は
浅
い
し
見
た
目
に
流
れ
も

ゆ
っ
く
り
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
ろ

う
、
と
い
う
少
し
の
油
断
で
、

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の

が
水
の
怖
さ
で
す
。
水
遊
び
の

最
中
は
、
ぜ
ひ
大
人
が
一
緒
に

行
動
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

楽
し
い
水
遊
び
か
ら
楽
し
い

気
持
ち
で
帰
れ
る
よ
う
に
、
万

全
の
準
備
を
整
え
て
、
上
手
に

水
の
楽
し
さ
を
経
験
さ
せ
て
あ

げ
た
い
も
の
で
す
。❖栄養価（１人分）

エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

78Kcal
　5.2ｇ
　5.3ｇ
32mg
　0.8ｇ

今年のテーマ　 ～塩分控えめレシピ～

（小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

トマト
卵
牛乳

塩
こしょう
オリーブオイル

1個
3個

40cc

小さじ2/5
少々
少々

トマトは種をとりのぞいて１㎝の角切りにする。
卵を溶きほぐし、塩・こしょう・牛乳で味付けして
おく。
フライパンにオリーブオイルを入れて熱し、トマト
と卵液を入れ半熟に炒りあげる。

①
②

③

※トマトの酸味で塩分が少なくてもおいしくいただけ
　ます。

トマト入り
スクランブルエッグ

認知症の方を介護している家族のつどい認知症の方を介護している家族のつどい
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オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

①
台
風
や
秋
雨
の
シ
ー
ズ
ン
を

控
え
、
炭
疽
病
へ
の
備
え
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
雨
や
風
に

よ
っ
て
果
実
に
傷
が
つ
く
と
、

　

炭
疽
病
を
発
病
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
8
月
下
旬
に
3
回

　

目
の
防
除
と
し
て
、
ア
ミ
ス

タ
ー
10
フ
ロ
ア
ブ
ル
１
０
０

　

０
倍
を
樹
全
体
に
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

②
オ
リ
ー
ブ
ア
ナ
ア
キ
ゾ
ウ
ム

シ
の
３
回
目
の
防
除
と
し
て
、

　

8
月
下
旬
に
ダ
ン
ト
ツ
水
溶

剤
２
０
０
０
倍
を
樹
全
体
に

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

③
支
柱
の
点
検
や
排
水
路
の
清

掃
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
台
風

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

炭疽病の果実への
被害状況　　　　

８月は同和問題啓発強調月間です
同和問題をはじめとするさまざまな人権問題について、今一度、自分の問題として考えてみませんか

日
程　

10
月
26
日
㈰

場
所　

小
豆
島
高
校

　
　
　
　

食
物
教
室
等

応
募
資
格　

小
学
生
以
上

応
募
規
定　

オ
リ
ー
ブ
ま
た
は

　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
っ
た

料
理
や
お
菓
子
の
レ
シ
ピ
を

募
集
し
ま
す
。
未
発
表
の
も

の
で
、
工
夫
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
１
５
０
字
以
内
に
ま
と

め
、
で
き
上
が
り
の
盛
り
付

け
写
真
な
ど
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
小
豆
島
高

校
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オ
リ
ー
ブ
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

オ
リ
ー
ブ
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

応
募
方
法　

小
豆
島
高
校
、
教

育
委
員
会
に
あ
る
応
募
用
紙

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
小

豆
島
高
校
の
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

申
込
締
め
切
り　

　

９
月
12
日
㈮　

必
着

選
考
方
法　

﹇
第
1
次
審
査
﹈　

　

応
募
レ
シ
ピ
の
書
類
審
査　

　

10
月
中
旬

●
優
秀
作
品
12
点
を
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
参
加
作
品
と
し
て

決
定
。

﹇
第
2
次
審
査
﹈　

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
調
理

　

10
月
26
日
㈰

●
小
豆
島
高
校
食
物
教
室
で
、

友
達
や
家
族
な
ど
、
気
の
合

う
仲
間
（
２
〜
３
名
）
と
一

緒
に
料
理
を
作
り
、
参
加
者

全
員
で
試
食
し
、
受
賞
作
品

を
決
定
。

※
好
評
の
料
理
に
は
、
賞
状
な

ら
び
に
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先　

　

小
豆
島
高
校
「
オ
リ
ー
ブ
料

理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
係

　

☎
８
２
―
２
１
３
１

　

小
豆
島
高
校H

P　

http://
w
w
w
.kagaw

a-edu.jp/
syodoh01/

　

８
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
」
で
す
。
県
内
全
域
に

お
い
て
、
積
極
的
な
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
同
和
問
題
は
、
そ
っ
と
し

て
お
け
ば
そ
の
う
ち
な
く
な

る
」、「
知
ら
な
い
子
に
ま
で
教

え
る
と
、
か
え
っ
て
差
別
の
存

在
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
」

と
い
う
声
を
聞
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
同
和

問
題
は
本
当
に
解
決
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
誰
で
あ
ろ
う
と

生
ま
れ
て
く
る
と
き
に
、
家
や

親
、
場
所
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
同
和
問
題
と
は
、
同

和
地
区
・
被
差
別
部
落
な
ど
と

呼
ば
れ
る
特
定
の
地
域
出
身
で

あ
る
こ
と
や
、
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
こ
と
を
理
由
に
差
別
さ
れ

る
こ
と
で
す
。
結
婚
を
反
対
さ

れ
た
り
、
就
職
や
日
常
生
活
の

上
で
差
別
を
受
け
る
こ
と
は
、

重
大
な
社
会
問
題
で
す
。

 

日
常
生
活
で
、「
知
ら
な
い
ふ

り
」
や
「
無
視
を
す
る
」
と
い

う
行
為
の
中
に
は
差
別
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
同
和
問
題
は「
自

分
と
は
無
関
係
の
問
題
だ
」
あ

る
い
は
「
そ
の
う
ち
自
然
に
な

く
な
る
か
ら
」
な
ど
、
向
き
合

う
こ
と
な
く
避
け
て
い
ま
せ
ん

か
。

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
根
底

に
は
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
の

悪
い
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る

心
理
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
に
生
ま
れ
て
も
、
ど
こ

に
住
ん
で
も
、
差
別
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
み
ん
な
が
平
等
で
明

る
く
し
あ
わ
せ
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
一

人
ひ
と
り
が
同
和

問
題
に
正
し
い
理

解
と
認
識
を
持
た

な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
対
策
課

　
☎
８
２
―
７
０
１
１

同和問題啓発強調月間ポスター

し
あ
わ
せ
づ
く
り
の
た
め
の
人
権
教
育

し
あ
わ
せ
づ
く
り
の
た
め
の
人
権
教
育

中国電力からのお知らせ
　これから台風の発生が多くなる季節を迎え
ます。切れた電線にさわると感電するおそれ
があります。見つけたときは
近づかないで、すぐ、中国電
力にご連絡ください。
　中国電力㈱小豆島営業所
　薔0120－414－073
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県
で
は
、
交
通
事
故
抑
止
対

策
の
一
環
と
し
て
昨
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
か
が
わ
交
通
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
」。

ド
ラ
イ
バ
ー
5
人
で
1
チ
ー
ム

を
編
成
し
、
4
か
月
間
チ
ー
ム

全
員
が
無
事
故
無
違
反
の
達
成

を
目
指
す
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　

昨
年
、
交
通
事
故
死
者
数
が

大
幅
に
減
少
し
た
一
方
で
人
口

10
万
人
あ
た
り
の
事
故
死
者
数

で
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
5
位
と
ま

だ
ま
だ
課
題
が
多
い
の
も
実
情

で
す
。
今
年
も
無
事
故
無
違
反

へ
の
意
識
を
高
め
、
安
全
運
転

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
参
加
料
金
を
半
額

に
引
き
下
げ
、
よ
り
参
加
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
達
成
し
た

チ
ー
ム
に
は
、
抽
選
で
、
旅
行

券
や
商
品
券
を
参
加
チ
ー
ム
の

１
割
以
上
に
贈
呈
す
る
ほ
か
、

企
業
か
ら
の
協
賛
品
も
数
多
く

当
た
り
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細
、
申
込

方
法
な
ど
は
、
香
川
県
ホ
ー
ム

「
か
が
わ
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
」

「
か
が
わ
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
」

〜
チ
ー
ム
で
目
指
す
無
事
故
無
違
反
〜ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
募
集
要
領
〉

実
施
期
間　

9
月
1
日
㈪
〜
12

月
31
日
㈬

募
集
期
間　

7
月
1
日
㈫
〜
8

月
31
日
㈰
（
当
日
消
印
有
効
）

参
加
費　

1
チ
ー
ム
（
5
人
）

２
，５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

　

☎
０
８
７
―
８
３
２
―
３
２
３
１

※小豆島4コマ漫画コンテスト一般の部最優秀の
　久留島邦一さんの作品を随時掲載しています

高齢者の運転免許自主返納推進にご協力ください
高齢者運転免許自主返納者優遇店募集
　香川県では、高齢者の交通事故防止対策の
一つとして、運転免許証を自主返納した高齢
者の支援にご協力いただける小売店・飲食店・
温泉施設・通販事業者・宅配事業者などを優
遇店として募集しています。
　優遇店では、運転免許証を自主的に返納
し、運転経歴証明書を提示する県内在住の65
歳以上の高齢者に対し、商品価格の割引、ポ
イントの加算などのサービスの提供をお願
いします。県では、登録証とステッカーを交
付し、ホームページやリーフレットでも優遇
店として紹介します。
　詳しくは、香川県交通安全のホームページ
をご覧ください。
問い合わせ先　香川県　くらし安全安心課
　　　　　　　☎087－832－3231

　絵画教室MIKI STUDIOのカリキュラムの一貫
として、新企画子どもマルシェを開始します。出
店条件は「教室の子どもを最低２人店員として参
加させること」のみ。家具、古着、野菜、ライブ、
ワークショップなど、販売内容は何でも構いませ
ん。日時などの詳細は改めてポスターなどで告知
しますので、興味のある方はぜひチェックしてみ
てください。
　子ども達と一緒にお店を開きましょう！

　《子どもマルシェ概要》
実施予定日　８月末（子ども教室のある土、日曜日限定）
場所　ei（旧 JA香川県坂手出張所）１F沿いの屋外
　　　※出店者用に７テーブル設置予定
出店費　無料
問い合わせ先　企画財政課　☎75－1800／蕭75－1500
　　　　　　　Mail : cs09.ms27@gmail.com　　

絵画教室MIKI STUDIOのカリキュキュラムの一貫

絵画教室MIKI STUDIO絵画教室MIKI STUDIO
月１子どもマルシェ開設のお知らせ月１子どもマルシェ開設のお知らせ



皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎75－1800

穀豊穣を願って

豆島初のグループホーム

会福祉のまちづくり

中山千枚田の虫送り

小豆島町障害者グループホーム開所式

小豆島ライオンズクラブが社会福祉協議会へ車いすを寄贈

　7月5日、中山地区で火で稲の虫を追い出して豊
作を願う伝統行事「虫送り」が行われました。
　湯舟山から春日神社、荒神社から春日神社まで下
りていく2つのコースがあり、親子連れや観光客な
ど約700人が参加しました。
　火

ほ

手
て

を持った参加者は「と～もせ、と～もせ」の
掛け声とともに、五穀豊穣を願って千枚田をゆっく
りと歩いていきました。夜の棚田に炎の列が並んで
幻想的な光景でした。

　7月2日、二生公民館で旧二生幼稚園舎を改修し
て作られた小豆島初の障害者グループホーム「グ
ループホーム ソレイユ」の開所式が行われました。
　指定管理者である社会福祉法人ひまわり福祉会の
岡理事長は、念願であったグループホームの開所の
喜びやこれから第2、第3の「ソレイユ」を造って
いかなければならないと抱負を語っていました。
　開所に合わせて3人が共同生活をスタートしてい
ます。

　6月23日、社会福祉協議会へ、小豆島ライオンズ
クラブから介助式の車いすが2台寄贈されました。
　小豆島ライオンズクラブは、社会福祉や青少年の
健全育成に取り組んでおり、毎年春のチャリティ活
動で花の苗を販売して収益金を寄付などにあててい
ます。この車いすも、春の花即売会での収益金で購
入したもので、介助を必要とする方への貸し出しや
小・中・高校などの体験学習に貸し出すなどさまざま
な福祉活動にこれから役立つことが期待されます。

五

小

社
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早さ

苗な
え

会
で
は
、
苗
羽
小
学
校

音
楽
部
を
中
心
に
毎
年
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の

梅
宮
玲
子
氏
（W

in

）
を
招
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
歌
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

8
月
2
日
㈯

　
　
　

開
場
18
時
30
分

　
　
　

開
演
19
時

　
　
　

閉
演
20
時
30
分
頃

入
場
料　

無
料

場
所　

苗
羽
小
学
校　

体
育
館

※
運
動
場
が
駐
車
場
に
な
り
ま

す
が
、
広
さ
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第
43
回

た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト



2014.817

家具と天井の間を止め
るタイプ。天井がしっ
かりしていないと危険
です。また、天井と隙
間が広がったり、奥行
きのない家具では効果
が期待できない場合が
ありますので注意しま
しょう。

細いロープやチェ
ーンで家具を固定
するタイプ。天井
や壁など数か所で
固定します。

家具の下に挟むタ
イプ。板などを差
し込んでバランス
を取り、壁に寄り
かからせると転倒
防止になります。

Ｌ字金具で、家具
を壁や柱に直接固
定するタイプ。天
井や壁などの強度
を調べておくこと
が大切です。

く
ら
し
の
情
報

①
最
終
卒
業
学
校
の
卒
業
証
明

書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書

（
写
し
可
）、
健
康
診
断
書

②
看
護
師
免
許
証
の
写
し

採
用
予
定
年
月
日

①
平
成
27
年
4
月
1
日

②
随
時

第
一
次
試
験
日

①
9
月
21
日
㈰　

9
時
〜

②
別
途
通
知

第
一
次
試
験
場
所

①
香
川
大
学
法
・
経
済
学
部

②
別
途
通
知

申
込
書
類
請
求
開
始
日

①
8
月
5
日
㈫

②
随
時

申
込
期
間　

①
8
月
7
日
㈭
〜
27
日
㈬

　

平
日
9
時
〜
17
時
（
郵
送
の

場
合
は
期
間
内
必
着
）

②
随
時
（
採
用
予
定
者
数
に
達

し
た
時
点
で
終
了
と
し
ま

す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　

合
事
務
局
☎
６
２
―
６
５
６
５

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
26
年
度

の
自
衛
官
採
用
試
験
の
受
付
を

行
い
ま
す
。

護
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
８
２
―

７
０
３
４
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
区
分
・
人
員　

①
消
防
職
員（
高
校
卒
業
程
度
）

　

２
名
程
度

②
老
人
ホ
ー
ム
看
護
師２

名
程
度

応
募
資
格

①
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
高
校
を
卒

業
し
た
方
ま
た
は
平
成
27
年

3
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方

②
昭
和
39
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
看
護
師
の
資

格
を
有
す
る
方

①
②
共
通
普
通
自
動
車
運
転
免

許
（
①
は
Ｍ
Ｔ
車
）
を
有
す

る
方
ま
た
は
採
用
予
定
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
方

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
し
な

い
こ
と

申
込
書
類

①
②
共
通
…
申
込
書
、
履
歴
書

（
指
定
の
も
の
）、
自
動
車
運

転
免
許
証
の
写
し

8月
August

部
屋
の
中
に
は
ガ
ラ
ス
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
窓
、
陶
器
、
鏡
な
ど
、

割
れ
れ
ば
す
べ
て
凶
器
に
な
り

ま
す
。
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
は
、
市

販
の
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
な
ど
で
カ
バ
ー

を
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ー
テ
ン
を
引
く

だ
け
で
も
飛
散
防

止
に
な
り
ま
す
。

大きな揺れに備えて、家の中の安全対策大きな揺れに備えて、家の中の安全対策

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

勤
務
す
る
嘱
託
職
員
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

募
集
人
員

　

1
名

応
募
資
格

①
准
看
護
師
ま
た
は
看
護
師
免

許
取
得
者

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得

者
勤
務
場
所　

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
介
護
老
人
保
健
施
設
う
ち

の
み
内
）

応
募
方
法　

　

履
歴
書
、
免
許
証
の
写
し

を
添
え
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
課

（
介
護
老
人
保
健
施
設
う
ち

の
み
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
介

募
集

R
ecru
itm
en
t

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

嘱
託
職
員
募
集

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
正
規
職
員
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

過去の大地震をみると、家具による圧死や窒息死が多くなっています。
地震では、何気なく使っている日用品が“凶器”になります。

ガ
ラ
ス
が
危
な
い
！

家
の
中
は
常
に
整
理
整
頓

●
玄　

関

緊
急
時
の
非
常
用
出
口
と
な
る

玄
関
に
は
、
で
き
る
だ
け
物
は
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
自
転
車

や
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
は
特
に
妨

げ
と
な
り
ま
す
。

●
寝　

室

背
の
高
い
家
具
は
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
お
年
寄
り
や
子
ど

も
部
屋
は
特
に
注
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●突っ張り型 ●吊り下げ型 ●固定型 ●踏ん張り型

家具を固定する

※組み合わせて固定することでより効果が期待できます。
※タンスなど 2段に分かれているタイプの家具は、必ず上下を金
具などで固定しましょう。
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相
談

A
d
v
ice

　

☎
６
２
―
７
０
０
０

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
香
川
地
方

協
力
本
部

　

☎
０
８
７
―
８
３
１
―

０
２
３
１

日
時　

10
月
５
日
㈰

　
　
　

８
時
〜

場
所　

オ
リ
ー
ブ
公
園

種
目　

マ
ラ
ソ
ン
：
3
キ
ロ
、

　
　

3
キ
ロ
ペ
ア
、
10
キ
ロ

　
　
　

ウ
ォ
ー
ク
：
4
キ
ロ

申
込
締
め
切
り　

8
月
31
日
㈰

当
日
消
印
有
効

※
参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
会
事
務
局

　

☎
０
９
０
―
４
７
８
３
―

３
０
８
０　

中
川

日
時　

9
月
9
日
㈫

　
　
　

18
時
45
分
〜
20
時
30
分

場
所　

オ
ー
キ
ド
ホ
テ
ル

演
題　
「
胸
部
外
傷
と
肺
癌
診

療
の
動
向
」

募
集
区
分　

①
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

②
一
般
曹
候
補
生

③
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

①
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
平
成

27
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
方

②
③
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

方
受
付
期
間

①
②
8
月
1
日
㈮
〜9

月
9
日
㈫

③
男
性　

年
間
を
通
じ
て
行
っ

　
　
　

て
い
ま
す

　

女
性　

8
月
1
日
㈮
〜

9
月
9
日
㈫

試
験
日

①
1
次　

9
月
23
日
㈫

　

2
次　

10
月
18
日
㈯
〜
10
月

　
　
　
　

23
日
㈭
の
う
ち
指
定

　
　
　
　

す
る
1
日

　

3
次　

２
次
試
験
合
格
発
表

　
　
　
　

時
に
指
定
し
ま
す
。

②
1
次　

9
月
20
日
㈯

　

2
次　

10
月
９
日
㈭
〜
10
月

　
　
　

15
日
㈬
の
う
ち
指
定

　
　
　

す
る
1
日

③
男
性　

受
け
付
け
後
に
指
定

　

女
性　

9
月
27
日
㈯

※
受
験
料
は
無
料
で
、
併
願
受

験
も
で
き
ま
す　

問
い
合
わ
せ
先　

　

自
衛
隊
土
庄
分
駐
所

講
師　

香
川
大
学
医
学
部
附
属

病
院　

病
院
長

　

香
川
大
学
医
学
部　

呼
吸
器

　

・
乳
腺
内
分
泌
外
科　

教
授

　

横
見
瀬
裕
保
先
生

申
し
込
み
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

小
豆
郡
医
師
会
（
☎
蕭
８
２

―
５
０
１
３
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い

申
込
締
め
切
り　

8
月
26
日
㈫

参
加
費　

無
料

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

①
霊
場
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

②
霊
場
俳
壇
投
句
展

テ
ー
マ

　

小
豆
島
霊
場
の「
四
季
」・「
遍

路
」・「
歴
史
」

作
品　

①
白
黒
・
カ
ラ
ー
問
わ
ず
、
四

切
・
四
切
ワ
イ
ド
に
プ
リ
ン

ト
し
た
物
を
1
人
5
点
ま
で

②
定
型
・
自
由
律
問
わ
ず
、
投

句
用
紙
に
記
入
し
た
物
、
１

人
３
点
ま
で

賞小
豆
島
霊
場
大
賞　

各
1
名

　

3
万
円
・
賞
状
・
記
念
品

霊
場
会
長
賞　
　
　

各
1
名

　

2
万
円
・
賞
状
・
記
念
品

実
行
委
員
長
賞　
　

各
1
名

　

1
万
円
・
賞
状
・
記
念
品

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

入
選　
　
　
　
　
　

各
30
名

賞
状
・
記
念
品

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
６
１
―

４
１
０
５ 

土
庄

町
西
本
町
甲
６
１
３
４
―

２

「
小
豆
島
霊
場
会
」

　

☎
６
２
―
０
２
２
７

　

蕭
６
２
―
２
２
２
６

　

http://reijokai.com
/

応
募
締
め
切
り　

8
月
30
日
㈯

主
催　

小
豆
島
霊
場
開
創
１
２

　

０
０
年
記
念
実
行
委
員
会

　

視
覚
障
害
者
用
の
録
音
図
書

を
製
作
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

９
月
３
日
㈬
〜

　

平
成
27
年
1
月
21
日
㈬

　

毎
週
水
曜
日　

計
20
回

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

香
川
県
視
覚
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
・
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
講
習

会
修
了
後
は
香
川
県
視
覚
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
音
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

で
き
る
方

　
・
パ
ソ
コ
ン
（w

indow
s

）
が

使
え
る
方

募
集
人
員　

20
名

小
豆
島
霊
場
開
創

１
２
０
０
年
記
念
文
化
祭

小
豆
郡
医
師
会

救
急
医
学
講
演
会

費
用　

１
，５
０
０
円

※
8
月
6
日
㈬
13
時
30
分
か
ら

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
す
。

資
料
請
求
・
申
し
込
み
先

　

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
―
８
１
２
―
５
５
６
３

日
時　

①
８
月
８
日
㈮

　

 

10
時
〜
15
時

　

②
８
月
20
日
㈬

　

10
時
〜
15
時

場
所

　

①
内
海
庁
舎
研
修
室

　

②
池
田
庁
舎
第
３
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
ほ
か
、
運

転
免
許
証
等
ご
本
人
で
あ
る

こ
と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方

が
来
ら
れ
る
際
に
は
、
委
任

状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た
ご

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係

　

☎
８
２
―
７
０
０
５

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

第
17
回
オ
リ
ー
ブ
・
瞳
健
康

マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
ク
大
会

参
加
者
募
集

平
成
26
年
度
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
習
会
（
初
級
）

開
催
に
つ
い
て



2014.819

毎月19日は「食育の日」朝ごはん大好き 野菜大好き 小豆っ子

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力をお伝えしています。8月
は、shima fes SETOUCHI 2014、小豆島の夏のカフェ、映画の喋楽苦～Shaberaku～、福武ハウス－アジア・
アート・プラットフォーム2014－などの話題をお届けする予定です。※放送内容は、変更になる場合があります。

　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　　　　周波数78.6MHz 毎週火曜日 8：25～8：30

}

1日 金
2日 土
3日 日
4日 月
5日 火 肝炎ウイルス検診、特定・後期・生保健診

　　　　　　　　　10：00～10：30受付　　　二生公民館
　　　　　　　　　13：30～14：30受付　　　草壁公民館

6日 水 肝炎ウイルス検診、特定・後期・生保健診
　　　　　　　　　10：00～11：00受付　　　西村公民館
　　　　　　　　　13：30～14：30受付　　内海福祉会館

7日 木 肝炎ウイルス検診、特定・後期・生保健診
　　　　　　　　　10：00～11：00受付　　内海福祉会館
　　　　　　　　　13：30～14：30受付　　働く婦人の家
こころの悩み相談　14：30～16：10　小豆総合事務所 東館1階デイケア室

8日 金 肝炎ウイルス検診、特定・後期・生保健診
　　　　　　　　　10：00～10：30受付　　　坂手公民館
　　　　　　　　　13：30～15：00受付　　　福田公民館

9日 土
10日 日 肝炎ウイルス検診、特定・後期・生保健診

　　　　　　　　　10：00～11：00受付 イマージュセンター
11日 月
12日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階　第1相談室
13日 水
14日 木
15日 金 第34回小豆島まつり　　　17：30～210 内海総合運動公園
16日 土
17日 日
18日 月 行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室
19日 火
20日 水
21日 木
22日 金
23日 土
24日 日
25日 月
26日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター
27日 水
28日 木
29日 金 すくすくルーム　　10：00～10：15受付

　（対象児：平成26年6月生まれ）　　 イマージュセンター
ベビーサロン　　　10：00～12：00

30日 土
31日 日

町内の
【6月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 3 24 33
負 傷 者 4 24 42
死 亡 者 0 2 0

火　　災 0 6 5
救　　急 47 285 324

（敬称略）寄　付みなさんからの

小豆島町教育委員会へ
　▷高橋いちご園（安田）
　　（代表者　高橋正月）
　▷醤の郷パッチワーク教室（馬木）
　　（代表者　木下良子）
　▷とりい寿司（安田）
　　（代表者　赤岩さつき）
　▷an・Arch（苗羽）
　　（四国新聞　橋元販売店）
苗羽小学校へ
　▷タケサンフーズ株式会社

（苗羽）
　▷株式会社サンコウフーズ

（苗羽）
　▷株式会社テルシタ 　（馬木）

今月の納税

●国民健康保険税
●後期高齢者医療保険料
●介護保険料

２期

納期限
9月1日㈪です。
※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。

お買い物は
地元商店を
使いましょう

}

リサイクル情報
（6・7月受付分）

【譲ります】

【求めます】
練炭

子供用自転車　 幼稚園（女児用）
蚊帳

無償

無償
無償

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

８月　くらしのカレンダー



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
動
の

き

2014.8 20

６
月
11
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で

人　口
男　性
女　性
世帯数

15,230
7,192
8,038
6,614

人
人
人
世帯

（△16人）
（△9人）
（△7人）
（△1）

氏
名　

夫　
　
　

妻

地

区

三
木　

貴
博
・
ゆ
か
り

池

田

山
下　

太
一
・　

藍　

西

村

日
岡　

宏
誌
・
か
お
り

神
懸
通

氏

名

歳
世
帯
主

地

区

中
岡　

子
92
勝

也

蒲

野

野
村
元
司
55
マ
サ
コ

蒲

生

中
塚
義
男
81
本

人

〃

鶴
留
ト
シ
コ

100
本

人

室

生

山
中
房
榮
98
本

人

神

浦

髙
田
一
郎
94
本

人

西

村

佐
伯
泰
人
87
本

人
草
壁
本
町

佐
次
貞
昭
82
本

人

〃

　

鹿
ア
サ
ヱ

86
本

人

〃

植
松
厚
子
86
實

夫

片

城

髙
橋　

篤
49

忠

安

田

赤
ち
ゃ
ん
性
別

保
護
者

地

区

樋
口
舞ま

い

香か

女
祥

誇

中

山

黒
島
律り

つ

花か

女
康

仁

片

城

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

【
お
め
で
た
】

◎
婚　

姻　

（
３
組
）

◎
死　

亡　

（
18
人
）

◎
出　

生　

（
２
人
）

大　

久
利
86
本

人

安

田

柴
田
テ
イ
子 

82
芳

文

〃

早
川
美
智
子

84
本

人

〃

後
藤
喜
代
子

82
哲

治

〃

松
浦
一
二
三

87
武

信

当

浜

森
石
利
和
83
本

人

馬

木

松
原
保
子
80
本

人

苗

羽

中
森
祥
敬
77
本

人

福

田

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

（７月１日現在（　）内は前月比）

▽
広
報
し
ょ
う
ど
し
ま
７
月

号
10
ペ
ー
ジ
の
広
報
文
芸「
短

歌
現
人
」
の
詠
草
で
「
虎
杖

の
花
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
虎
杖
の
茎
」
で

す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。 ▽

訂
正
と
お
詫
び
△　

　
「
世
界
遺
産
化
」
対
策
室
の

学
術
専
門
員
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て

小
豆
島
に
来
て
か
ら
、
一
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
東
瀬

戸
内
文
化
圏
の
世
界
遺
産
化
を

目
指
す
活
動
を
実
施
す
る
た
め

に
、
鹿
児
島
か
ら
こ
の
小
豆
島

へ
来
ま
し
た
。
世
界
遺
産
化
へ

の
活
動
と
は
、
こ
の
小
豆
島
を

含
む
東
瀬
戸
内
で
、
何
が
受
け

継
が
れ
、
残
さ
れ
て
い
る
か
を

認
識
し
、
そ
れ
を
継
承
し
て
い

く
た
め
に
は
「
何
が
必
要
な
の

か
」
と
い
う
課
題
を
み
ん
な
で

考
え
て
い
く
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。

　

大
学
・
大
学
院
で
は
考
古
学

と
博
物
館
学
を
専
攻
し
て
い
ま

し
た
。
土
器
や
石
器
を
扱
い
、

遺
跡
で
の
発
掘
、
海
外
調
査
、

研
究
室
で
の
実
験
、
離
島
で
の

文
化
財
の
調
査
な
ど
を
通
じ

て
、
研
究
者
と
し
て
の
道
へ
進

み
ま
し
た
。

　

小
豆
島
に
来
る
前
は
、
鹿
児

島
県
の
三
島
村
と
い
う
離
島
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
研
究
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で「
地

域
活
性
化
」
と
い
う
言
葉
に
向

き
合
い
ま
す
。
現
代
社
会
で
は

「
地
域
活
性
化
」
と
い
う
言
葉

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
裏
を

返
せ
ば
活
性
化
が
求
め
ら
れ
る

地
域
が
多
く
存
在
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
、「
活
性
化
と
は

何
か
」
と
い
う
根
本
か
ら
問
い

直
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験

か
ら
、
活
性
化
の
目
指
す
べ
き

重
要
な
要
素
は
「
地
域
の
人
々

が
や
る
気
に
満
ち
て
い
る
状
態

で
あ
り
、
そ
の
状
態
が
維
持
さ

れ
る
こ
と
」
だ
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
と
っ
て
真
に
最
適

な
形
が
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
を

探
求
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

私
は
、
魅
力
あ
る
小
豆
島
の

文
化
に
つ
い
て
、
学
術
的
な

見
地
か
ら
さ
ら
な
る
価
値
を
見

出
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
気
づ
き
、
守
り
、
誇
り
と
と

も
に
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
く

―
具
体
的
な
活
動
と
そ
の
仕

組
み
作
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
考
古
学
と
い
う
人
類
の

過
去
の
研
究
を
通
じ
て
、
社
会

を
構
築
す
る
ひ
と
り
ひ
と
り
の

決
断
が
時
代
を
動
か
す
と
考
え

て
い
ま
す
。
世
界
遺
産
化
と
い

う
歴
史
的
な
出
来
事
を
こ
の
小

豆
島
の
人
々
が
起
こ
す
か
。
大

き
な
挑
戦
な
の
で
す
。

　

福
武
ハ
ウ
ス
（
旧
福
田
小
学

校
）
の
2
階
で
、「
未
来
に
伝

え
る
石
の
文
化
」
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
小
さ
な
手
作

り
の
「
博
物
館
」
に
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

　
『
文
化
の
力
で
地
域
を
元
気
に
』現

住
所　

福
田

川か
わ
し
ゅ
く
だ

宿
田　

好よ
し　

見み

さ
ん


